
 

平成 24年度における「いわての水を守り育てる施策」の実施状況について（公表） 

【要旨】 

 「いわての水を守り育てる条例」に基づき、平成24年度の施策の実施状況をとりまとめましたので、公

表します。 

平成24年度は76の取組・事業を実施し、うち予算事業は 47事業約168億円となっています。 

 なお、平成 25 年度の事業予算は 44事業、約 174 億円となっており、関係部局間で連携を図りながら施

策を推進していきます。 

【平成 24年度における水を守り育てる施策の概要】（実施状況及び関連事業等一覧表は別添のとおり） 

施策 

（条例第4条） 

主要な施策 

（条例第8条 

～11条） 

平成24年度の概要 主要な事業 

１水環境の

保全及び

水資源の

確保 

8 条 水環境の

保全及び水資

源の確保に関

する事業 

河川整備、森林整備等を実施したほか、水環境

のモニタリング等を通じた水質監視、汚水処理施

設の整備による生活雑排水対策等に取り組んだ結

果、公共用水域の BOD等環境基準達成率が良好に

推移するなど、健全な水環境が維持されました。 

○公共用水域 BOD等環境基準達成率：96.3％

○水道水源水質検査基準超過地点数：なし

・水質保全対策費 

・水質検査費 

・流域下水道建設事業費 

・森林整備事業費補助 

2 効率的・

持続的な

水の利用 

9 条 効率的・

持続的な水の

利用に関する

事業 

水道水の安定供給や水質の安全確保を図るため

策定した「いわて水道ビジョン」に基づき、広域

的な水資源の活用の方向性を示す「中部圏域広域

的水道整備計画」を策定したほか、その他の用水

において合理的・効率的な水の利用を促進する取

組を行いました。 

・経営体育成基盤整備事 

 業 

・基幹水利施設ストッ 

クマネジメント事業 

・水資源確保対策費 

・中部圏域広域的水道整

備計画策定事業費 

3 水の有効

利用 

10条 水の有効

利用に関する

事業 

県の公共施設整備等において水の有効利用を行

う設備の率先導入と情報発信を行うとともに、水

需給の動向調査を実施するなど、県内への普及啓

発や調査等に取り組みました。 

・水利用対策費 

4 水の価値

の再認識 

11条 水の価値

の再認識のた

めの事業 

 県民・事業者等が実施する活動に対する顕彰と

して「水と緑を守り育てる活動知事感謝状」を４

団体 1個人に贈呈したほか、水生生物調査等を通

じた親水・水の価値の再認識の取組を推進し、参

加者数で全国３位になるなど活発な活動が展開さ

れました。 

○水生生物調査参加者数：5,507名（全国３位） 

・環境学習交流センター

管理運営費 

・水と緑の交流促進事業 

・環境保全対策費 

（水生生物調査） 

5 県民・事

業者等へ

の支援 

その他の施策 事業者等が県民と環境情報を共有するリスクコ

ミュニケーションの取組を進めたほか、様々な機

会を活用し普及啓発活動に取り組みました。 

○環境報告会開催企業等数：12企業

・化学物質環境対策費 

（環境コミュニケーシ

ョン推進費） 

・県民参加の森林づくり 

促進事業 

平成25年12月13日 

岩手県環境生活部 
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平成 24年度 いわての水を守り育てる施策の実施状況について 

１ 水環境の保全及び水資源の確保に関する施策 

■ 河川整備、森林整備等を実施したほか、水環境のモニタリング等を通じた水質監視、汚水処理施設の整備による生

活雑排水対策等に取り組んだ結果、公共用水域の BOD等環境基準達成率が良好に推移するなど、健全な水環境が維持

されました。 

(1) 水環境の保全・水資源の確保（環境生活部、県土整備部） 

ア 公共用水域及び地下水の水質保全 

247 地点の公共用水域、189 井戸の地下水質の

水質測定を実施しました。公共用水域の BOD等環

境基準達成率は96.3％と高い数値であることから、

水環境は良好に保全されています。 

イ 北上川清流化確保対策 

旧松尾鉱山の坑廃水による北上川の水質汚濁を

防止するため、新中和処理施設において処理を実

施しました。 

ウ 工場・事業場監視 

   公共用水域及び地下水の水質保全のため、有害

物質を使用し、又は排水量が多い工場・事業場の

排水の検査を行い、排水基準を超過するなど違反

が認められた場合、改善を指導しました。 

エ ダイオキシン類環境モニタリング 

大気、公共用水域及び地下水におけるダイオキ

シン類の常時監視等を行い、全てにおいて環境基

準を達成していることを確認しました。 

＜主な事業＞ 

水質保全対策費 

休廃止鉱山鉱害防止事業費 

オ 水道水源の水質監視 

県内５市１町の水道水源９地点において、農薬

類 96 項目の水質検査を実施し、水道水源の水質

について監視を行いました。平成 24 年度の検査

において、農薬類の管理目標値を超過した地点は

ありませんでした。 

＜主な事業＞ 

水質検査費 

カ 汚水処理施設の整備 

下水道や浄化槽などの汚水処理施設の整備を進 

  めたことにより、水洗化人口が58千人分増加し、

生活雑排水が適正に処理されて川などに流れるよ

うになりました（H20：818千人⇒H24：876千人）。 

浄法寺浄化センター（二戸市） 

キ 放射性物質モニタリング 

 公共用水域（河川37地点、海域2地点、海水浴

場 2地点）及び地下水（22地点）の水質測定等を

実施しました。 

その結果、放射性ヨウ素については、全地点に

おいて不検出でした。放射性セシウムについては、

公共用水域等の水質全地点で不検出となっていま

すが、河川の底質及び河川敷土壌で検出されてい

ます。しかし、その濃度は昨年度に比べ低下傾向

にあります。また、周辺環境の空間線量率につい

ても、県で測定している一般環境と同程度であり、

低下傾向を示しています。 

また、盛岡市及び放射性物質特措法に基づく汚

染状況重点調査地域である一関市、奥州市、平泉

町の水道水の放射性物質濃度を測定しました。平

成 24年度の調査では、放射性ヨウ素及び放射性セ

シウムは全地点で不検出でした。 
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(2) 河川などの生態系の維持及び多様な生物が生息できる親水空間の創造 

（県土整備部、農林水産部、環境生活部） 

ア 多自然川づくりの取組 

河川の維持・改修工事等において、河川が本来

持つ多様な生物の生息・生育環境及び良好な水辺

空間の保全と創出を図る「多自然川づくり」を実

施しました。 

＜主な事業＞ 

広域河川改修事業 

総合流域防災事業 

イ 生物多様性に配慮した農村環境の整備 

農業農村整備事業の実施に当たっては、振興局

等に設置している公共事業等に係る「希少野生動

植物調査検討委員会」において、学識経験者の助

言を受け、事業計画区域内に生息する希少野生動

植物等の状況確認のほか、必要に応じて動物の移

送や植物の移植など、希少野生動植物の生息環境

を維持・形成する取組を推進し、環境との調和に

努めました。 

また、中山間地域等直接支払交付金を活用し、

水路・農道の管理など地域の共同取組活動を支援

しました。 

＜主な事業＞ 

農業農村整備事業 

中山間地域等直接支払事業 

ウ 希少野生動植物の保護 

   平成 14年に指定した指定希少野生動植物 16種、

特定希少野生動植物 10 種の監視や保護対策を実

施しました。 

＜主な事業＞ 

条例指定種等保護事業費 

(3) 森林及び水田が持つ水源かん養機能の維持及び増進（農林水産部） 

ア 森林の環境保全の向上 

森林の水源かん養機能を維持増進するため、

伐採跡地への再造林や間伐等の森林整備を実施

しました。 

イ いわて環境の森の整備 

「いわての森林づくり県民税」を活用し、水源の

かん養や県土の保全等の公益的機能の維持増進

のため、管理不十分な人工林の混交林誘導伐等を

実施しました。 

ウ 環境保全型農業の普及 

環境に配慮した持続的な農業を広く普及定着さ 

せるため、水田での農薬、化学肥料の使用量を削

減する営農活動の支援を実施しました。 

エ 中山間地域等直接支払交付金制度を活用し、地

域の住民による農業用排水設備の整備や、耕作

放棄地の発生防止等により、水源かん養や洪水

防止等の多面的機能を維持しています。 

オ 良質な農業用水の安定的な供給には、森林の水

源かん養機能の維持増進が必要なことから、農

業用水と水源林の関わりを学ぶ体験学習会の開

催など、地域住民等が水源地域への理解を深める

ための普及啓発活動を支援しました。 

＜主な事業＞ 

農業用水水源地域保全対策事業 

 御所湖広域公園などにおいて植栽や緑化等を実

施し、公園における雨水の浸透面の保全等を行い

ました。 

＜主な事業＞ 

広域公園整備事業 

(4) 都市部の道路又は公園における雨水の浸透面の保全等（県土整備部） 

御所湖広域公園 町場地区 
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２ 効率的で持続的な水の利用を推進する施策 

■ 水道水の安定供給や水質の安全確保を図るため策定した「いわて水道ビジョン」に基づき、広域的な水資源の活用

の方向性を示す「中部圏域広域的水道整備計画」を策定したほか、その他の用水において合理的・効率的な水の利用

を促進する取組を行いました。 

(1) 生活用水、農業用水、工業用水その他の用水の合理的又は効率的な利用 

（環境生活部、農林水産部、企業局、県土整備部） 

ア 「いわて水道ビジョン」の推進 

水道水の安定供給や水質の安全確保を図

るため策定した「いわて水道ビジョン」に基

づき、広域的な水資源の活用の方向性を示

すものとして、「中部圏域広域的水道整備計

画」を策定しました。 

＜主な事業＞ 

中部圏域広域的水道整備計画策定事業費 

イ 農業水利施設の整備 

ダムや用水路等の基幹的農業水利施設の長

寿命化を図るため、機能保全計画の策定と劣

化状況に応じた機能保全対策工事を実施した

ほか、用排水路を整備し、効率的な農業用水

の利用を推進しました。 

＜主な事業＞ 

経営体育成基盤整備事業 

中山間地域総合整備事業 

基幹水利施設ストックマネジメント事業 

ウ 工業用水 

施設の改良・修繕を計画的に実施しながら、

良質な水質の工業用水を工業団地に供給して

います。 

さらに、将来にわたる安定供給の維持が

図られるよう、送配水管等の施設の老朽化対

策について調査・検討を進めています。 

エ 下水熱の活用 

下水熱を回収し、盛岡駅西口地区に空調

用冷温水を供給する地域熱供給事業を平成

７年度から実施し、下水が持つエネルギー

の効率的な利用を図っています。 

下水熱回収施設 

(2) 地下水及び河川水の適切な利用（農林水産部、県土整備部） 

ア 河川水の適切な利用 

県有の農業用水利権について、営農状況の

変化等に応じた見直しを実施しています。 

イ 県が管理する 311 河川について、ダムや主

要河川において流量観測を実施し、河川水量

を的確に把握するとともに、河川水の利用に

ついて調査・調整を行い、適正な管理及び許

認可を実施しました。 

＜主な事業＞ 

河川管理事務 

(3) 節水型の機器・設備の導入促進（環境生活部） 

 環境学習交流センターの環境企画展におい を行い、節水型機器の導入促進について普及 

  て、企業協力のもと節水型トイレの展示など 啓発を行いました。 
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３ 水の有効利用を推進する施策 

■ 県の公共施設整備等において水の有効利用を行う設備の率先導入と情報発信を行うとともに、水需給

の動向調査を実施するなど、県内への普及啓発や調査等に取り組みました。 

(1) 公共施設等における雑用水・雨水設備の導入促進と情報発信（政策地域部ほか） 

ア 盛岡駅西口の「いわて県民情報交流センタ

ー（アイーナ）」において、雨水利用や中水道

利用施設等を導入するとともに、ホームペー

ジや県民向けの施設見学において紹介するな

ど普及啓発を行っています。 

 

アイーナ施設見学 

イ 二戸地区合同庁舎において雨水貯留施設を

設け、トイレの洗浄水として利用するなど率

先導入を行っています。 

 

雨水貯留施設（二戸地区合同庁舎） 

(2) 温泉水、雪及び氷の特性を活かした地域の取組の奨励（環境生活部） 

 近年では、雪自体の持つ冷熱エネルギーを有効

なエネルギー源と捉え活用が進められており、導

入した施設の取組をホームページやパンフレット

を通じて紹介するなど、普及啓発を行っています。 

 

(3) 水の有効利用に関する技術開発及び調査研究の推進（環境生活部） 

県内及び全国の水需給の動向を把握し、将来的な水

需給計画の基礎資料とするため、全国水需給動向調 

査などを行っています。 

 

■ 県民・事業者等が実施する活動に対する顕彰として「水と緑を守り育てる活動知事感謝状」を４団体 1

個人に贈呈したほか、水生生物調査等を通じた親水・水の価値の再認識の取組を推進し、参加者数で全

国３位になるなど活発な活動が展開されました。 

(1) 生態系の調査及び保護に関する情報の発信（環境生活部） 

ア 県内の 128 河川 231 地点において、地域の

小学校や環境保全団体の 5,507 名が「水生生

物による水質調査」を実施しています。（本

県の参加者数は、岐阜県、愛知県に次いで全

国３位）県としても、振興局の担当者による

支援や講師派遣等により実施を支援するとと

もに、その結果を「水生生物を指標とした岩

手県の河川水質マップ」としてまとめ、関係

４ 水の価値を再認識するための施策 
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機関や参加団体等に広く配布し、周知を行っ

ています。 

イ 公共用水域・地下水等の水質やダイオキ

シン類の測定を実施するとともに、結果を

ホームページや環境報告書上で公表しまし

た。 

＜主な事業＞ 

環境保全対策費（水生生物調査） 

水質保全対策費 

(2) 学校及び家庭における水の大切さに関する環境学習の奨励（教育委員会、環境生活部、農林水産部） 

ア 学校における環境教育の推進 

学校における環境教育は、関係教科、特別

活動や総合的な学習の時間において、それぞ

れの教科・科目等の目標に即して取り上げら

れています。 

学校ごとに地域の河川等の清掃活動やそれ

に関わる調査活動等を通して地域の水につい

て学ぶとともに、よりよい環境づくりを目指

した実践が行われています。 

イ 環境学習の支援 

盛岡駅西口の「いわて県民情報交流センタ

ー（アイーナ）」に設置している「環境学習交

流センター」において、地域の自然体験・環

境学習等への講師派遣や、環境学習広報車を

活用し、地域に出向いて環境学習を行う「出

前環境講座」等により、学校・地域における

環境学習の取組を支援しています。 

 また、学校における環境学習の支援を図る

ため、北東北３県の環境に関する児童向け環

境副読本を作成し、県内の小学校５年生全員

に配布し、水の大切さや地域の環境調査等を

紹介しています。 

 ＜主な事業＞ 

環境学習交流センター管理運営費 

環境王国を担う人づくり事業費 

ウ 小中学校や地域の団体に対し、水生生物調

査への参加の呼びかけを行うともに、出前講

座の実施等を行い、水環境への関心を高める

よう支援しました。 

水生生物調査 

＜主な事業＞ 

環境保全対策費（水生生物調査） 

エ 農業農村整備事業における生きもの調査 

 農業農村整備事業の計画・実施区域内に

おいて、農家や地域住民の参加による生き

もの調査を行い、農業・農村が有する多面

的な機能についての理解の促進と普及啓発

に努めました。 

オ 中学生を対象に水の作文コンクールを

実施し、６校から 109作品の応募がありま

した。このうちから、優秀賞３作品と佳作

７作品を表彰しました。このコンクールの

結果は、文集として関係者へ配付するとと

もに、県のホームページで県民向けに広く

公開しています。 

＜主な事業＞ 

水利用対策費 
環境副読本（表紙） 
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(3) 県民及び事業者が実施する水環境の保全等の活動に対する顕彰（環境生活部、県土整備部） 

ア 地域環境美化功労者表彰 

永年にわたる水辺環境の整備と清流保全

活動の実績が認められ「綱取ダムの環境と清

流を守る会（盛岡市）」が平成 24年度地域環

境美化功労者表彰（環境大臣表彰）を受賞し

ました。 

イ 環境保全活動表彰 

永年にわたり河川環境美化等に取り組ん

でいる１団体・３個人に対し知事表彰の贈呈

を行いました。 

ウ 水と緑を守り育てる活動知事感謝状 

条例に基づき創設した表彰制度により、４

団体・１個人に対し平成 24 年 10月に開催し

た「いわて水と緑の交流フォーラム」におい

て知事感謝状を贈呈しました。 

水と緑を守り育てる活動知事感謝状贈呈式 

エ 河川愛護団体等への感謝状贈呈 

地域で継続して河川環境の維持保全に貢献

している県内の２団体に対し、広域振興局長

から感謝状の贈呈を行いました。 

(4) いわての水の価値等に関する情報の発信（環境生活部、政策地域部、農林水産部、県土整備部） 

ア 昭和60年に岩手県が選定した県内の優れた水環境

「いわての名水 20 選」と平成の名水百選（平成 20

年度環境省選定）について、各種イベント等でPRし

ました。 

水質保全活動の歴史については、北上川清流化確

保対策に関するパネル・パンフレット等により、イ

ベント等を通じて情報発信を行いました。 

イ  ホームページ「いわての文化情報大事典」におい

て、「自然文化」「いわての川と暮らし」として、北

上川と馬淵川の流域の歴史、特徴、出来事等を紹介

しています。 

＜主な事業＞ 

いわて文化芸術王国構築事業 

ウ 渓流でのシャワークライミングや手づかみによる

魚とりなど、水辺環境等の地域資源を活用したグリ

ーン・ツーリズムの取組について、周知を図ってい

ます。 

 シャワークライミング（久慈市） 

エ 県内の親水公園や多自然川づくりの事例に 

ついて、ホームページ上で紹介しています。 

名水マップ 名水 久慈 不老泉 

多自然川づくり（矢神川、八幡平市） 

（表彰者一覧は別添のとおり） 
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５ その他の施策 

■ 事業者等が県民と環境情報を共有するリスクコミュニケーションの取組を進めたほか、様々な機会を活用し普及啓

発活動に取り組みました。 

(1) リスクコミュニケーションの促進（環境生活部、農林水産部） 

ア 地域で事業を実施する企業の環境配慮の取組につ

いて、住民・行政と情報を共有する環境コミュニケ

ーションについて、行政が支援を行い、12企業が自

主的に環境報告会を開催しています。県も企業向け

のセミナーや研修会等を開催し、これらの取組を支

援しています。 

＜主な事業＞ 

化学物質環境対策費（環境コミュニケーション推進

費） 

イ 県内の河川の流域ごとに行政・事業者・NPO・環

境保全団体等からなる流域協議会を設置し、流域ご

との水環境のあり方や、環境保全について定期的に

情報交換・協議が行われています。 

ア 森川海事例集のホームページ掲載や各流域の協議

会の活動支援をすることにより、県民の環境保全活

動への意識向上を図っています。 

＜主な事業＞ 

水と緑の活動促進事業費 

イ 「環境学習交流センター」による講師派遣や出前

環境講座、中学生を対象とした水の作文コンクール

を開催するなど、環境意識の向上を図っています。 

＜主な事業＞ 

環境学習交流センター管理運営費 

水利用対策費 

ウ 農業に関わる偉人や先人たちの功績や農業・農村

の歴史を紹介する「農業農村整備紙芝居」を上演す

るなど、農地や農業用施設の重要性についての理解

促進と普及啓発を図りました。 

エ 地域住民や企業等が、農業水利施設の管理者であ

る土地改良区等と施設管理協定（アドプト協定）を

締結し、地域が主体となった環境保全活動を実施し

ています。 

 また、流域協議会が主体となった地域の研修会や

報告会などが県内各地で開催されました。 

＜主な事業＞ 

地域振興推進費 

水と緑の活動促進事業 

ウ 農薬適正使用の研修会開催や農薬管理使用アドバ

イザーを新規に 79 名認定する等の指導啓発活動を

行い、広く農業者や販売業者等の農薬に対する適正

使用･管理意識の向上を図りました。 

また、畜産業者に対して、家畜排泄物の適切な処

理についての巡回指導や処理施設整備の支援を実施

しています。 

オ ダム等農業水利施設が持つ多面的機能の理解を深

めるため、イベント等普及啓発活動を支援していま

す。 

カ 農業・農村が有する多面的機能の維持・増進を図

るため、地域協働による農地・農業用水など地域資

源の保全活動を支援しています。 

＜主な事業＞ 

農地・水保全管理事業 

キ いわての川と海岸ボランティア活動等の支援 

 河川や海岸の清掃・美化活動等を行うボランティ

ア団体32団体に対して、物品支給などの支援を実施

しました（※海岸は東日本大震災津波のため活動無

し）。 

＜主な事業＞ 

いわての川と海岸ボランティア活動等支援制度 

(2) 県民への普及啓発・環境保全活動の促進（環境生活部、農林水産部、県土整備部、企業局） 
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ク 花巻市、北上市の広報への掲載をはじめ、油流出

事故による河川の汚染を防止するための活動を行い

ました。 

油流出事故防止啓発チラシ 

また、植樹を行う市町村や団体に対して苗木を提

供するなど、環境保全活動を支援しました。 

植樹活動支援事業 

＜主な事業＞ 

油流出事故防止キャンペーン 

植樹活動支援事業 





平成 24年度「県及び事業者等が実施する水環境の保全等の活動に対する顕彰」表彰者一覧 

１ 環境保全活動表彰 

団体等名（敬称略） 市町村 功  績 

【環境保全部門】 

豊沢川活性化・清流

化事業推進協議会 

花巻市 

平成 6年の設立以来、豊沢川の美化活動を行っており、毎年多数の地

域住民などが参加している。豊かな自然あふれる豊沢川の復活を目指し、

自然遊歩道の整備、水中生物観察会、観光やな場の建設、釣りマナーの

啓蒙などを実施し、多くの流域住民の環境保全意識の高揚に貢献してい

る。 

【環境美化部門】 

佐々木 靖 
盛岡市 

平成 5年以来長年にわたり、地域及び盛岡市のごみ処理の適正化を図

り、地域の生活環境の向上に尽力するなど環境美化活動に寄与し、現在

も地域のリーダーとして環境美化活動に取り組んでいる。 

【環境美化部門】 

木村 廣子 
盛岡市 

平成 7年以来長年にわたり、地域及び盛岡市のごみ処理の適正化を図

り、地域の生活環境の向上に尽力するなど環境美化活動に寄与し、現在

も地域のリーダーとして環境美化活動に取り組んでいる。  

【環境美化部門】 

長沼 靖子 
盛岡市 

平成 7年以来長年にわたり、地域及び盛岡市のごみ処理の適正化を図

り、地域の生活環境の向上に尽力するなど環境美化活動に寄与し、現在

も地域のリーダーとして環境美化活動に取り組んでいる。 

２ 水と緑を守り育てる活動知事感謝状 

団体等名（敬称略） 市町村 功  績 

大沢農村振興会 洋野町 

地区全世帯を会員として設立された会を中心に農村景観の保全と自然

環境を守る活動を実施、地区住民はもとより訪れる町内外の人々に対す

る環境保全意識の高揚に貢献している。 

遠野市立土淵中学校 遠野市 

遠野市立土淵中学校環境探偵団を結成し水質調査を実施。平成 13年か

らは毎年、市の環境・科学研究発表会において調査結果を発表するなど、

地域の環境保全、環境改善に係る意識の高揚に貢献している。 

特定非営利活動法人 

北上川中流域エコミ

ュージアム推進会議 

奥州市 

北上川中流域の歴史、文化、自然環境等を生きた博物館「エコミュー

ジアム」と捉え、北上川の資源を活かした活動を実施。モクズガニの放

流・遡上調査、北上川下流域地域との交流、北上川中流域ふれあいの道

マップなどの作成を通じ河川環境整備に貢献している。 

特定非営利活動法人 

エコ・スタディいさ

わ 

奥州市 

毎月、園児や小学生とその親を対象とした「水の杜学園」を開催し、

川遊びやブナ林探検などの体験学習や水生生物調査、川の清掃等を実施、

体験学習を通じ、地域環境保全意識の高揚に貢献している。 

摂待 幸夫 宮古市 

平成元年には県の環境調査河川の中で「最も汚い川」となった山口川

（宮古市）をきれいにしたいという熱意から、平成 5年より清掃活動を

開始、その後、地元小学校、上流地域の青年会、障がい者施設等活動の

輪が広がり、定期的な水質検査や清掃活動等に加え地元児童に自然環境

に係る課外授業を実施。継続して行われてきた活動は地域住民を巻き込

んだ大きな活動となっており、地域環境保全や環境改善意識の高揚に貢

献している。 

３ 河川愛護団体等への感謝状 

団体等名（敬称略） 市町村 功  績 

弓手川結いネットワ

ーク 
一関市 

平成 15年から毎年継続して千厩川の河川清掃等を行い、河川環境の美

化活動に精力的、かつ継続的に取り組んでいる。 

清流の会 奥州市 

平成６年から６月、８月、10月の年３回、天神川の堤防除草や河床清

掃等を行い、河川環境の美化活動に精力的、かつ継続的に取り組んでい

る。 


